
JP 5963949 B2 2016.8.3

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の空気調和機の連携制御の制御アルゴリズムを記憶する制御アルゴリズム記憶部と
、
　前記制御アルゴリズムに用いられる前記複数の空気調和機の連携制御グループの作成方
法を示すグループ化情報を記憶するグループ化情報記憶部と、
　前記複数の空気調和機が設置される物件における前記複数の空気調和機の機器間の関係
を示す物件情報を記憶する物件情報記憶部と、
　前記グループ化情報と、前記物件情報とに基づいて、前記物件における前記連携制御グ
ループを作成する連携制御グループ作成部と、
　前記連携制御グループ作成部で作成された前記連携制御グループを用いて、前記制御ア
ルゴリズム記憶部に記憶された前記制御アルゴリズムに従って、前記空気調和機の連携制
御を実行する制御実行部と、を備え、
　前記グループ化情報には、前記連携制御グループの識別情報と、前記連携制御グループ
の上位グループの識別情報と、前記上位グループとの関係を示す情報と、前記連携制御グ
ループの機器種別を示す情報と、前記制御アルゴリズムで用いられる機器データの種別を
示す情報とを含むレコードが複数含まれる、空気調和機制御装置。
【請求項２】
　前記物件情報には、前記各空気調和機の冷媒系統、位置関係、制御の連動関係を含む情
報が含まれており、
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　前記連携制御グループ作成部は、前記グループ化情報を、最上位の前記連携制御グルー
プに対応するレコードから順番に１レコードずつ読み出しながら、前記各空気調和機の冷
媒系統、位置関係、制御の連動関係を辿って前記連携制御グループに含まれる空気調和機
を特定することにより、前記物件における前記連携制御グループを作成する、請求項１に
記載の空気調和機制御装置。
【請求項３】
　前記連携制御グループ作成部は、
　最上位の前記連携制御グループに対応するレコードに複数の空気調和機が含まれる場合
には、個々の空気調和機について、それぞれグループ番号が同じでインデックスが異なる
前記連携制御グループを作成し、
　グループ番号が同じでインデックスが異なる複数の前記連携制御グループ各々について
、下位の前記連携制御グループを作成し、
　前記制御実行部は、同じインデックスの前記連携制御グループの機器データを用いて演
算を行って、前記空気調和機の連携制御を行う、請求項１又は２に記載の空気調和機制御
装置。
【請求項４】
　前記連携制御グループ作成部は、同じ空気調和機を示す情報が、前記連携制御グループ
に重複して含まれる場合には、重複を解消する、請求項１から３のいずれか一項に記載の
空気調和機制御装置。
【請求項５】
　前記制御アルゴリズム記憶部は、前記制御アルゴリズムにおける一連の処理を複数のブ
ロックに分割した状態で記憶しており、
　前記制御実行部は、ブロックごとに前記制御アルゴリズムを実行するか否かを設定可能
である、請求項１から４のいずれか一項に記載の空気調和機制御装置。
【請求項６】
　前記制御アルゴリズムに用いられる前記複数の空気調和機の連携制御グループの変換方
法を示す変換情報を記憶する変換情報記憶部と、
　前記変換情報に基づいて、変換対象となる２つの前記連携制御グループのうち、一方の
前記連携制御グループの他方の前記連携制御グループへの対応付けを示す情報を作成する
連携制御グループ変換部と、
　前記連携制御グループ変換部で作成された前記連携制御グループ間の対応付けを示す情
報を記憶する連携制御変換グループ記憶部と、をさらに備え、
　前記制御実行部は、前記変換情報に定義された変換対象の前記連携制御グループの機器
データを取得する際には、前記連携制御変換グループ記憶部に記憶された対応付けを示す
情報に基づいて、他方の前記連携制御グループの機器データを取得し、取得した機器デー
タを用いて前記制御アルゴリズムに従って、前記空気調和機の連携制御を実行する、請求
項１から５のいずれか一項に記載の空気調和機制御装置。
【請求項７】
　前記制御実行部は、一方の前記連携制御グループに含まれる１台の機器に対して他方の
前記連携制御グループに含まれる複数台の機器が対応付けられている場合、前記複数台の
機器の機器データの演算値を、前記制御アルゴリズムに用いる機器データとして取得する
、請求項６に記載の空気調和機制御装置。
【請求項８】
　コンピュータが、複数の空気調和機の連携制御の制御アルゴリズムに用いられる前記空
気調和機の連携制御グループの作成方法を示すグループ化情報と、前記複数の空気調和機
が設置される物件における前記複数の空気調和機の機器間の関係を示す物件情報とに基づ
いて、前記物件における前記連携制御グループを作成する連携制御グループ作成工程と、
　コンピュータが、作成された前記連携制御グループを用いて、前記制御アルゴリズムに
従って、前記空気調和機の連携制御を実行する制御実行工程と、を含み、
　前記グループ化情報には、前記連携制御グループの識別情報と、前記連携制御グループ
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の上位グループの識別情報と、前記上位グループとの関係を示す情報と、前記連携制御グ
ループの機器種別を示す情報と、前記制御アルゴリズムで用いられる機器データの種別を
示す情報とを含むレコードが複数含まれる、空気調和機制御方法。
【請求項９】
　コンピュータを、
　複数の空気調和機の連携制御の制御アルゴリズムに用いられる前記空気調和機の連携制
御グループの作成方法を示すグループ化情報と、前記複数の空気調和機が設置される物件
における前記複数の空気調和機の機器間の関係を示す物件情報とに基づいて、前記物件に
おける前記連携制御グループを作成する連携制御グループ作成手段、
　作成した前記連携制御グループを用いて、前記制御アルゴリズムに従って、前記空気調
和機の連携制御を実行する制御実行手段、として機能させるプログラムであって、
　前記グループ化情報には、前記連携制御グループの識別情報と、前記連携制御グループ
の上位グループの識別情報と、前記上位グループとの関係を示す情報と、前記連携制御グ
ループの機器種別を示す情報と、前記制御アルゴリズムで用いられる機器データの種別を
示す情報とを含むレコードが複数含まれる、プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、空気調和機制御装置、空気調和機制御方法及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　複数の空気調和機が設置された物件では、全体の消費電力を低下しつつ快適性を向上す
るために、機器単体だけでなく、複数の機器を連携制御することが行われる場合がある。
例えば、物件内における空調が実施されるべき特定の位置（例えば居住者の位置）に対し
て、一定範囲内に設定された１台以上の機器を動的にグルーピングする空調制御装置が開
示されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　この空気制御装置は、空調が実施される位置が決定されると、その位置の空調を実施す
るための空気調和機を自動的に特定しグループ化する。グループ化された空気調和機間の
連携制御により、特定の位置に対して空調が行われ、省エネ運転が実現される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－１７４７３４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記特許文献１に開示された空調制御装置では、特定の位置に対する局
所的な機器間の連携制御が可能となるにとどまる。オフィスや店舗等広い空間全体を考慮
して省エネ運転を行うには、特定の位置に対して空気調和機の空調がどのように影響する
かを考慮するだけでなく、各空気調和機の空調の影響が及ぶ範囲（気流が届く範囲）の重
なり具合等の空間全体に渡る複数の空気調和機の空調の影響も考慮して、連携制御を行う
必要がある。また、最適な連携制御を行うことができる条件は、居住空間の用途（オフィ
ス、飲食店、サーバルーム等）、ユーザの要望、建物の断熱性等によって様々である。こ
のような背景から、空調施工時やメンテナンス時に、物件ごとに、最適な連携制御が可能
となるような設定を行う必要がある。
【０００６】
　空気調和機の台数、冷媒系統、リモートコントローラとの接続関係及び空間的な位置関
係、すなわち物件における空気調和機の機器間の関係は、物件ごとに異なるのが通常であ
る。例えば、空調の対象となる空間が広い大型店舗では、その空間に設置された複数の空
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気調和機が、それぞれ異なる冷媒系統に属する場合がある。隣接する空気調和機がそれぞ
れ異なる冷媒系統に属する場合、それらの空気調和機の稼動状態に応じてエネルギー効率
が大きく変わることがある。連携制御の制御アルゴリズムは、このような物件における空
気調和機の機器間の関係を考慮して設定される必要がある。
【０００７】
　１台の空気調和機制御装置で制御される空気調和機は、場合によっては１００台以上に
なることもある。このような場合、例えば、空調システムの施行時に、全ての機器に対応
する連携制御の制御アルゴリズムを設定しようとすると、その作業量は、極めて膨大なも
のとなり、設定ミスの危険性も高まる。
【０００８】
　また、似たような物件に対しては、制御アルゴリズムを物件ごとに新規に構築するより
も、他の物件で設定された制御アルゴリズムを流用した方が、効率がよい。しかしながら
、例えば、空気調和機の機器アドレスが制御アルゴリズム内で直接指定されている場合に
は、ある物件に適用された制御アルゴリズムを別物件に流用する際に、制御アルゴリズム
で指定された全ての機器アドレスを別の物件のものに修正する必要があり、煩雑な作業が
必要となっていた。そこで、ある物件に適用される制御アルゴリズムを、より容易に別の
物件に流用することができる方法が求められている。
【０００９】
　この発明は、上記課題を解決するためになされたもので、機器間の関係等を考慮した複
数の空気調和機の連携制御を行うにあたり、制御アルゴリズムの設定の作業量及び作業ミ
スを削減するとともに、制御アルゴリズムを他の物件にも、より容易に流用することがで
きるようにして、快適性及び省エネ性の低下を防止することできる空気調和機制御装置等
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するため、この発明に係る空気調和機制御装置は、
　複数の空気調和機の連携制御の制御アルゴリズムを記憶する制御アルゴリズム記憶部と
、
　前記制御アルゴリズムに用いられる前記複数の空気調和機の連携制御グループの作成方
法を示すグループ化情報を記憶するグループ化情報記憶部と、
　前記複数の空気調和機が設置される物件における前記複数の空気調和機の機器間の関係
を示す物件情報を記憶する物件情報記憶部と、
　前記グループ化情報と、前記物件情報とに基づいて、前記物件における前記連携制御グ
ループを作成する連携制御グループ作成部と、
　前記連携制御グループ作成部で作成された前記連携制御グループを用いて、前記制御ア
ルゴリズム記憶部に記憶された前記制御アルゴリズムに従って、前記空気調和機の連携制
御を実行する制御実行部と、を備え、
　前記グループ化情報には、前記連携制御グループの識別情報と、前記連携制御グループ
の上位グループの識別情報と、前記上位グループとの関係を示す情報と、前記連携制御グ
ループの機器種別を示す情報と、前記制御アルゴリズムで用いられる機器データの種別を
示す情報とを含むレコードが複数含まれる。
【発明の効果】
【００１１】
　この発明によれば、制御アルゴリズムに用いられる複数の空気調和機の連携制御グルー
プの作成方法を示すグループ化情報と、物件における複数の空気調和機の機器間の関係を
示す物件情報とに基づいて、連携制御グループを自動的に作成する。このようにすれば、
物件における複数の空気調和機の機器間の関係を示す情報を変更するだけで、物件に適し
た形の連携制御グループを作成することができる。このため、制御アルゴリズムの設定の
作業量及び作業ミスの発生を低減するとともに、制御アルゴリズムをより容易に別の物件
に流用することができる。この結果、快適性及び省エネ性の低下を防止することできる。
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【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】この発明の実施の形態１に係る空調システムの基本構成を示す図である。
【図２】複数の空気調和機の接続関係の一例を示す図である。
【図３】図１の空気調和機制御装置の構成を示すブロック図である。
【図４】設定される連携制御グループ設定パラメータ群の一例を示す図である。
【図５】親グループとの関係の分類を示す図である。
【図６】制御アルゴリズムの一例を示す図である。
【図７】連携制御グループを示す情報の一例を示す図である。
【図８】この発明の実施の形態１に係る空気調和機制御装置の動作のフローチャートであ
る。
【図９】読み出される連携制御グループの１番目のレコードを示す図である。
【図１０】１つ目のアドレスリストが作成される様子を示す図である。
【図１１】読み出される連携制御グループの２番目のレコードを示す図である。
【図１２】２つ目のアドレスリストが作成される様子を示す図である。
【図１３】読み出される連携制御グループの３番目のレコードを示す図である。
【図１４】最終的に作成されるアドレスリストの一例を示す図である。
【図１５】この発明の実施の形態２に係る空気調和機制御装置の構成を示すブロック図で
ある。
【図１６】この発明の実施の形態２に係る連携制御グループ設定パラメータ群の一例を示
す図である。
【図１７】この発明の実施の形態２に係る連携制御変換グループの一例を示す図である。
【図１８】この発明の実施の形態２に係る連携制御グループの一例を示す図である。
【図１９】この発明の実施の形態２に係る空気調和機制御装置の動作のフローチャートで
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、この発明の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。
【００１４】
実施の形態１．
　まず、この発明の実施の形態１について説明する。
【００１５】
　図１には、実施の形態１に係る空気調和機制御装置１及びその周辺機器を含む空調シス
テムの構成が示されている。図１に示すように、空気調和機制御装置１は、空調通信ネッ
トワーク２に接続されている。空気調和機制御装置１は、空調通信ネットワーク２を介し
て、複数の空気調和機の制御を行う。
【００１６】
　空調通信ネットワーク２上には、空気調和機として、室外機１１、室内機１２、リモー
トコントローラ（以下、“リモコン”とする）１３がそれぞれ1台以上接続されている。
このうち、室外機１１は、空調対象の居住空間１５（例えば、大型店舗の室内空間）の外
に設置されている。一方、室内機１２及びリモコン１３は、空調対象の居住空間１５内に
設置されている。
【００１７】
　居住空間１５の居住者は、リモコン１３を操作することにより、室外機１１及び室内機
１２に対する制御命令を入力する。室外機１１及び室内機１２は、入力された制御命令に
従って、居住空間１５の空調制御を行う。
【００１８】
　さらに、居住空間１５の空調を補う補機として、送風ファンや、温度センサ等の各種セ
ンサが、空調通信ネットワーク２を介して空気調和機制御装置１に接続されるようにして
もよい。
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【００１９】
　図１には、室外機１１、室外機１２、リモコン１３は１台しか示されていないが、実際
には、それぞれ複数設けられている。図２には、複数の室外機１１、室内機１２、リモコ
ン１３の接続関係の一例が示されている。
【００２０】
　図２には、各室外機１１、各室外機１２、各リモコン１３のネットワークアドレス（以
下、“機器アドレス”とする）も示されている。例えば、２台の室外機１１の機器アドレ
スはそれぞれ｛５１，５２｝となっている。また、５台の室内機１２の機器アドレスは、
それぞれ｛１，２，３，４，５｝となっている。さらに、３台のリモコン１３の機器アド
レスは、それぞれ｛１０１，１０２，１０３｝となっている。
【００２１】
　各室外機１１には、１台以上の室内機１２が接続されている。また、リモコン１３は、
１台以上の室内機１２に接続されている。例えば、機器アドレス５１の室外機１１には、
冷媒管を介して、機器アドレス１、２、３の室内機１２が接続されている。また、機器ア
ドレス５２の室外機１１には、冷媒管を介して、機器アドレス４、５の室内機１２が接続
されている。さらに、機器アドレス１０１のリモコン１３は、通信線を介して、機器アド
レス１、２の室内機１２に接続されている。機器アドレス１０１のリモコン１３の操作に
より、機器アドレス１，２の室内機１２は連動する。また、機器アドレス１０２のリモコ
ン１３は、通信線を介して、機器アドレス３の室内機１２に接続されている。また、機器
アドレス１０３のリモコン１３は、通信線を介して、機器アドレス４、５の室内機１２に
接続されている。機器アドレス１０３のリモコン１３の操作により、機器アドレス４、５
の室内機１２は連動する。
【００２２】
　図３には、空気調和機制御装置１の構成が示されている。図３に示すように、空気調和
機制御装置１は、グループ化情報記憶部２０、物件情報記憶部２１、制御アルゴリズム記
憶部２２、連携制御グループ作成部２３、連携制御グループ記憶部２４及び制御実行部２
５を備える。
【００２３】
　グループ化情報記憶部２０は、複数の空気調和機（１１、１２、１３）の連携制御グル
ープの作成方法を示すグループ化情報を記憶する。このグループ化情報を以下では、連携
制御グループ設定パラメータ群ともいう。連携制御グループは、連携制御の制御アルリズ
ムに用いられるグループであり、その処理の実行単位に対応するグループである。この連
携制御グループ設定パラメータ群は、連携制御の制御アルゴリズムを構築する開発者によ
り設定される。
【００２４】
　図４には、グループ化情報記憶部２０に記憶される連携制御グループ設定パラメータ群
の一例が示されている。
【００２５】
　連携制御グループ設定パラメータ群には、連携制御グループの種別ごとに定義された複
数のグループ種別のレコードが複数含まれている。各レコードには、グループ番号、親グ
ループ番号、親グループとの関係、機器種別、データ種別が含まれている。
【００２６】
　グループ番号は、その連携制御グループの識別番号である。親グループ番号は、そのグ
ループの親となるグループ（上位グループ）の識別番号である。
【００２７】
　親グループとの関係は、空調を実施する上で影響し合う上位グループの機器とどのよう
な関係にあるかを示している。図５には、“親グループとの関係”の選択肢の一例が示さ
れている。図５に示すように、“親グループとの関係”は、“冷媒系統”、“空間”、“
制御”の３種類に分類される。
【００２８】
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　各レコードにおける“親グループとの関係”には、“親グループとの関係”に対応付け
られた関係種別の中から１つが選択される。例えば、図５に示すように、親グループの空
気調和機と同じ冷媒管で接続されている場合、すなわち“冷媒系統”が同じである場合に
、連携制御グループ設定パラメータ群の“親グループとの関係”として、“同一系統”が
設定される。
【００２９】
　また、“空間”に分類される関係として、グループ内の空気調和機が、親グループの空
気調和機の最も近くにある場合に、“親グループとの関係”として、“最近傍”が設定さ
れる。また、グループ内の空気調和機が、親グループの空気調和機と、空調の影響が届く
範囲内にある場合に、“親グループとの関係”として、“影響範囲内”が設定される。さ
らに、グループ内の空気調和機が、親グループの空気調和機よりも部屋の窓側にある場合
に、“親グループとの関係”として、“窓側”が設定される。
【００３０】
　また、“制御”に分類される関係として、グループ内の空気調和機が、親グループの空
気調和機と、同じリモコン１３から操作指令を受け付け、“制御”が“連動関係”にある
場合に、“親グループとの関係”として、“同一連動”が設定される。
【００３１】
　図４に戻り、連携制御グループ設定パラメータ群では、グループ番号＝０の連携制御グ
ループが最上位のグループとなる。この機器グループを第１の機器グループとする。第１
の機器グループには、機器種別（室外機）とデータ種別（吸い込み温度）のみが指定され
ている。第１の機器グループでは、空調システム内の全ての空気調和機が制御対象となる
。
【００３２】
　第１の機器グループよりも下位グループとなる第２の機器グループ以降では、既に設定
されている機器グループのうちの１つを親グループとして、親グループとの関係が指定さ
れる。第２の機器グループには、親グループとの関係を満たし、“機器種別”に一致する
全ての空気調和機が、同じ連携制御グループに含まれるようになる。例えば、グループ番
号１の連携制御グループは、親グループ番号が“０”であり、親グループとの関係が“同
一系統”であり、機器種別が“室内機”であり、データ種別が“設定温度”となっている
。また、グループ番号２の連携制御グループは、親グループ番号が“１”であり、親グル
ープとの関係が“同一連動”であり、機器種別が“リモコン”であり、データ種別が“Ｏ
Ｎ＿ＯＦＦ”となっている。上記のような連携制御グループ設定パラメータ群に基づいて
、全ての連携制御グループが、機器間の関係の連鎖で決定されるようになる。
【００３３】
　制御アルゴリズム記憶部２２には、複数の空気調和機（１１、１２、１３）の連携制御
の制御アルゴリズムが記憶される。制御アルゴリズムには、連携制御グループに含まれる
空気調和機の機器データを用いた演算処理と、演算処理によって求められた制御値の設定
処理が記述されている。制御アルゴリズムは、物件ごとに、ユーザのニーズや居住空間の
利用方法に応じて設定可能であるが、同一の制御アルゴリズムを、複数の物件で利用する
ことも可能である。
【００３４】
　図６には、制御アルゴリズムの一例が示されている。図６において、ＤＡＴＡｎは、連
携制御グループｎ（ｎ＝１、２、３、…）の機器データを表す。ｎが、作成された連携制
御グループの数を超えている場合には、超える分のＤＡＴＡｎについての演算については
行わないようにすることができる。また、超える分のＤＡＴＡｎについて、ある程度推定
可能であれば、その推定値を用いるようにしてもよい。さらに、演算の中間値（演算の過
程で算出された値）を用いるようにしてもよい。
【００３５】
　制御アルゴリズムの記述方法には、例えば、演算の引数として、演算項と結果を格納す
る変数をとるマクロを連続的に記述する方法がある。
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【００３６】
　物件情報記憶部２１には、複数の空気調和機（１１、１２、１３）が設置される物件に
おける複数の空気調和機（１１、１２、１３）の機器間の関係を示す物件情報、すなわち
レイアウト情報が記憶されている。レイアウト情報は、例えば、図２に模式的に示される
空気調和機（１１、１２、１３）の接続関係（室内機と室外機との冷媒系統又はリモコン
と室内機との連動関係）と、各空気調和機（１１、１２、１３）の設置位置とを示すもの
である。冷媒系統においては、熱交換器を備える室外機、室内機、除加湿器等の機器のう
ち、一連の冷媒管で接続されている複数の機器が、同一の冷媒系統の機器として分類され
る。レイアウト情報は、例えば、空調システムの施工時に物件ごとに作成され、物件情報
記憶部２１に記憶される。図２は、物件情報記憶部２１に記憶される情報のうち、室内機
１２と室外機１１との冷媒系統又はリモコン１３と室内機１２との連動関係を模式的に示
したものである。
【００３７】
　なお、レイアウト情報には、物件の各フロアにおける各機器の設置位置の位置座標と、
設置の向き（法線方向）が含まれていてもよい。また、レイアウト情報には、空気調和機
ごとに、自分の設置位置から一定範囲内に設置された機器を示す情報が含まれていてもよ
い。
【００３８】
　連携制御グループ作成部２３は、グループ化情報記憶部２０に記憶されたグループ化情
報（連携制御グループ設定パラメータ群）と、物件情報記憶部２１に記憶された物件情報
（レイアウト情報）とに基づいて、連携制御グループを作成する。
【００３９】
　連携制御グループ記憶部２４は、連携制御グループ作成部２３で作成された連携制御グ
ループを示す情報を記憶する。この情報には、連携制御グループを構成する空気調和機（
１１、１２、１３）の機器アドレスのリストが含まれる。
【００４０】
　図７には、連携制御グループを示す情報の一例が示されている。図７に示すように、こ
の情報では、グループ番号、インデックス及び機器アドレスリストが対応付けされている
。グループ番号は、そのグループの識別番号である。インデックスについては、後述する
。機器アドレスリストには、そのグループに含まれる空気調和機の機器アドレスが登録さ
れている。機器アドレスリストには、連携制御グループ設定パラメータ群に設定された内
容を満たす空気調和機のアドレスが登録される。
【００４１】
　ただし、第１の機器グループ（グループ番号＝０）に限り、設定内容を満たす機器が複
数存在する場合には、それぞれの機器が、インデックスが異なる別のグループに分類され
る。すなわち、第２の機器グループ以降では、第１の機器グループの設定内容を満たす機
器（すなわち室外機１１）の数と同数であり、グループ番号が同じでインデックスの異な
る連携制御グループが作成される。
【００４２】
　制御実行部２５は、グループ化情報記憶部２０で作成された連携制御グループを用いて
、制御アルゴリズム記憶部２２に記憶された制御アルゴリズムに従って、空気調和機の連
携制御を実行する。制御アルゴリズムには、演算処理及び制御値の設定処理が記述されて
おり、制御実行部２５は、記述された処理を順番に実行する。この演算処理及び制御値の
設定処理により、最終的に決定された制御値を含む制御命令が、空調通信ネットワーク２
を介して各空気調和機（１１、１２、１３）に送信される。各空気調和機（１１、１２、
１３）は、受信した制御命令に従って空調制御を行う。
【００４３】
　空気調和機制御装置１は、コンピュータである。このコンピュータのプロセッサがメモ
リに格納されたプログラムを実行することにより、図３に示す各種構成要素の機能を実現
する。
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【００４４】
　次に、この発明の実施の形態１に係る空気調和機制御装置１の動作について説明する。
【００４５】
　図８には、空気調和機制御装置１の動作のフローチャートが示されている。空気調和機
（１１、１２、１３）の機器間の接続関係は、図２に示すような構成になっているものと
する。
【００４６】
　この実施の形態に係る空気調和機制御装置１は、電源投入時に設置されている物件を示
すレイアウト情報（空気調和機の設置位置又は冷媒系統のデータ）と、グループ化情報記
憶部２０に記憶された情報（連携制御グループ設定パラメータ群）とに基づいて、空気調
和機（１１、１２、１３）の連携制御グループを作成する。なお、空気調和制御装置１は
、グループ作成処理を行った後に、作成した連携制御グループを示す情報を不揮発メモリ
へ記憶する機能を有するようにしてもよい。この場合、例えば、その設置位置で空気調和
機（１１、１２、１３）が初めて作動する際に、空気調和制御装置１が、一度だけグルー
プ作成処理を実行し、その不揮発性メモリに、連携制御グループを示す情報を記憶すれば
よい。
【００４７】
　ステップＳ１００～Ｓ３０３は、連携制御グループ作成部２３が、連携制御グループ設
定パラメータ群と、物件情報（レイアウト情報）に基づいて、連携制御グループを作成す
る処理である。
【００４８】
　まず、連携制御グループ作成部２３は、グループ化情報記憶部２０に記憶された連携制
御グループ設定パラメータ群から１レコード読み出す（ステップＳ１００）。ここで、図
９に示すように、太枠で示される第１の機器グループのレコードが読み出される。
【００４９】
　続いて、連携制御グループ作成部２３は、読み出したレコードのグループ番号が０であ
るか否かを判定する（ステップＳ２００）。読み出したレコードのグループ番号が０であ
る場合（ステップＳ２００；Ｙｅｓ）、連携制御グループ作成部２３は、ステップＳ２０
１、Ｓ２０２を実行する。
【００５０】
　グループ番号＝０のレコードには、機器種別とデータ種別のみが設定されている（図４
参照）。そこで、まず、連携制御グループ作成部２３は、物件情報記憶部２１に記憶され
たレイアウト情報を参照して、空調システム内の全ての機器から、機器種別と一致する機
器を検索する（ステップＳ２０１）。例えば、図９に示すレコードが読み出されていた場
合、グループ番号０に対応する機器種別は、“室外機”であり、データ種別は、“吸い込
み温度”であるので（図４参照）、レイアウト情報によれば、検索の結果として、機器ア
ドレス５１、５２の室外機１１が取得される（図２参照）。
【００５１】
　続いて、連携制御グループ作成部２３は、検索した機器を連携制御グループ記憶部２４
に記憶する（ステップＳ２０２）。ここでは、機器１つにつき、１つの連携制御グループ
が作成され、複数の機器が検出された場合には、インデックスの異なる同じグループ番号
の連携制御グループとして設定される。例えば、上述のように、機器アドレス５１、５２
の室外機１１が検出された場合には、図１０に示すように、１つ目のアドレスリストとし
て、グループ番号が０であり、インデックスが０であり、機器アドレスリストが５１であ
るアドレスリストが作成される。さらに、２つ目のアドレスリストとして、グループ番号
が０であり、インデックスが１であり、機器アドレスリストが５２であるアドレスリスト
が作成される。
【００５２】
　以降、ステップＳ２０１、Ｓ２０２を、まとめてステップＳ１とも呼ぶ。
【００５３】
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　続いて、連携制御グループ作成部２３は、連携制御グループ設定パラメータ群のレコー
ドを全て読み出したか否かを判定する（ステップＳ４００）。全てを読み出していない場
合（ステップＳ４００；Ｎｏ）、連携制御グループ作成部２３の処理は、ステップＳ１０
０に戻る。
【００５４】
　連携制御グループ作成部２３は、グループ化情報記憶部２０に記憶された連携制御グル
ープ設定パラメータ群から１レコードを読み出す（ステップＳ１００）。例えば、図１１
に示すように、太枠で示されるグループ番号１のレコードが読み出される。
【００５５】
　続いて、連携制御グループ作成部２３は、読み出したレコードのグループ番号が０であ
るか否かを判定する（ステップＳ２００）。
【００５６】
　読み出したレコードのグループ番号が０でない場合（ステップＳ２００；Ｎｏ）、連携
制御グループ作成部２３は、ステップＳ３０１～Ｓ３０３を実行する。
【００５７】
　まず、連携制御グループ作成部２３は、既に作成した連携制御グループの機器アドレス
リストから、親グループ番号を検索する（ステップＳ３０１）。ここでは、グループ番号
が１のレコードが読み出されているので、親グループ番号として０が検索され（図４参照
）、インデックス＝０、１の２つの機器アドレスリストが読み出される（図１０参照）。
【００５８】
　続いて、連携制御グループ作成部２３は、物件情報記憶部２１に記憶された物件情報（
レイアウト情報）を参照して、インデックスごとに、設定内容を満たす機器を検索する（
ステップＳ３０２）。例えば、｛グループ番号＝０、インデックス＝０、機器アドレスリ
スト＝５１｝という親グループに対して設定内容｛親グループとの関係＝同一系統、機器
種別＝室内機｝を満たす機器が検索される（図４参照）。この場合、検索される機器は、
機器アドレス１、２、３の室内機１２であり、ここで、｛室内機：１，２，３｝という機
器アドレスリストが取得される。
【００５９】
　また、｛グループ番号＝１、インデックス＝０、機器アドレスリスト＝５２｝という親
グループに対して設定内容｛親グループとの関係＝同一系統、機器種別＝室内機｝を満た
す機器が検索される（図４参照）。この場合、検索される機器は、アドレス４、５の室内
機１２であり、ここで、｛室内機：４，５｝という機器アドレスリストが取得される。
【００６０】
　続いて、連携制御グループ作成部２３は、取得された機器アドレスリストを、親グルー
プと同じインデックスの連携制御グループの機器アドレスリストとして連携制御グループ
記憶部２４に格納する（ステップＳ３０３）。例えば、｛室内機：１、２、３｝が検索さ
れた場合、図１２に示すように、｛グループ番号＝１、インデックス＝０、機器アドレス
リスト＝１，２，３｝が連携制御グループの機器アドレスリストとして登録される。また
、｛室内機：４，５｝が検出された場合は、図１２に示すように、｛グループ番号＝１、
インデックス＝１、機器アドレスリスト＝４，５｝が連携制御グループの機器アドレスリ
ストとして記憶される。
【００６１】
　以降、ステップＳ３０１、Ｓ３０２、Ｓ３０３を、まとめてステップＳ２とも呼ぶ。
【００６２】
　続いて、連携制御グループ作成部２３は、連携制御グループ設定パラメータ群のレコー
ドを全て読み出したか否かを判定する（ステップＳ４００）。全てを読み出していない場
合（ステップＳ４００；Ｎｏ）、連携制御グループ作成部２３の処理は、ステップＳ１０
０に戻る。
【００６３】
　連携制御グループ作成部２３は、グループ化情報記憶部２０に記憶された連携制御グル
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ープ設定パラメータ群から１レコード読み出す（ステップＳ１００）。ここでは、例えば
、図１３に示すように、太枠で示されるグループ番号２のレコードが読み出される。
【００６４】
　続いて、連携制御グループ作成部２３は、読み出したレコードのグループ番号が０であ
るか否かを判定する（ステップＳ２００）。
【００６５】
　読み出したレコードのグループ番号が０でない場合（ステップＳ２００；Ｎｏ）、連携
制御グループ作成部２３は、ステップＳ３０１～Ｓ３０３を実行する。
【００６６】
　まず、連携制御グループ作成部２３は、既に作成した連携制御グループの機器アドレス
リスト中から、親グループ番号を検索する（ステップＳ３０１）。ここでは、グループ番
号＝２のレコードが読み出されているので、親グループ番号として１が検索され（図４参
照）、インデックス＝０、１の２つの機器アドレスリストが読み出される（図１２参照）
。
【００６７】
　続いて、連携制御グループ作成部２３は、物件情報記憶部２１に記憶されたレイアウト
情報を参照して、インデックスごとに、設定内容を満たす機器を検索する（ステップＳ３
０２）。例えば、｛グループ番号＝１、インデックス＝０、機器アドレスリスト＝１，２
，３｝という親グループに対して設定内容｛親グループとの関係＝同一連動、機器種別＝
リモコン｝を満たす機器が検索される（図４参照）。
【００６８】
　例えば、｛グループ番号＝１、インデックス＝０、機器アドレスリスト＝１，２，３｝
という親グループに対して｛親グループとの関係＝同一連動、機器種別＝リモコン｝とい
う設定内容を満たす機器を検索すると、｛リモコン：１０１，１０１，１０２｝という機
器アドレスリストが得られる（図２参照）。
【００６９】
　このように、設定内容を満たす機器リストには、同じ機器が重複して含まれる場合があ
る。この場合は、連携制御グループ作成部２３は、重複を解消してから連携制御グループ
に格納する。例えば、この機器リストを、連携制御アドレスリストに格納する場合は、重
複を解消し、｛グループ番号＝２、インデックス＝０、機器アドレスリスト＝１０１，１
０２｝とする。これにより、重複による処理の無駄を省くことができる。
【００７０】
　また、｛グループ番号＝１、インデックス＝１、機器アドレスリスト＝４，５｝という
親グループに対して設定内容｛親グループとの関係＝同一連動、機器種別＝リモコン｝を
満たす機器が検索される（図４参照）。この場合、検索される機器は、機器アドレス１０
３のリモコン１３であり、｛１０３｝という機器リストが取得される（図２参照）。
【００７１】
　続いて、連携制御グループ作成部２３は、機器アドレスリストを親グループと同じイン
デックスの連携制御グループの機器アドレスリストに格納する（ステップＳ３０３）。例
えば、｛リモコン：１０１，１０２｝が検出された場合は、図１４に示すように、｛グル
ープ番号＝２、インデックス＝０、機器アドレスリスト＝１０１，１０２｝と、｛グルー
プ番号＝２、インデックス＝１、機器アドレスリスト＝１０３｝という連携制御アドレス
リストが記憶される。
【００７２】
　続いて、連携制御グループ作成部２３は、連携制御グループ設定パラメータ群のレコー
ドを全て読み出したか否かを判定する（ステップＳ４００）。このように、連携制御グル
ープ設定パラメータ群のレコードを全て読み出すまで（ステップＳ４００；Ｙｅｓ）、連
携制御グループ作成部２３は、ステップＳ１００～Ｓ３０３の処理を繰り返し行う。この
繰り返しにより、全ての連携制御グループが得られる（図７参照）。
【００７３】
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　連携制御グループ設定パラメータ群のレコードを全て読み出した場合（ステップ；Ｙｅ
ｓ）、制御実行部２５が、連携制御グループに対応する制御アルゴリズムに従って、連携
制御グループに含まれる空気調和機の連携制御を実行する（ステップＳ４０１～ステップ
Ｓ４０３）。
【００７４】
　連携制御グループの作成が終了した後は、制御実行部２５は、ステップＳ４０１～ステ
ップＳ４０３を一定の周期で繰り返し実行し、制御アルゴリズム記憶部２２に設定された
機器制御を行う。
【００７５】
　まず、制御実行部２５は、全ての連携制御グループについて機器データを取得する（ス
テップＳ４０１）。例えば、図７に示す第１の機器グループの場合、｛機器アドレスリス
ト＝５１｝の機器から｛データ種別＝吸い込み温度｝のデータが取得される。
【００７６】
　続いて、制御実行部２５は、取得した機器データに基づいて、制御アルゴリズムに設定
された演算を実行する（ステップＳ４０２）。
【００７７】
　また、グループ番号が同じでインデックスの異なる複数の連携制御グループが存在する
場合、制御実行部２５は、同じインデックスの連携制御グループの機器データ同士で演算
を行う。
【００７８】
　例えば、図６に示す制御アルゴリズムによれば、｛グループ番号＝０、インデックス＝
０｝の連携制御グループのデータ（室外機１１の吸い込み温度）が３５度より大きければ
、｛グループ番号１、インデックス＝０｝の連携制御グループの機器データ（室内機１２
の設定温度）に２２度がレコードされる。また、｛グループ番号２、インデックス＝０｝
の連携制御グループの機器データ（リモコンのオンオフ）に１（オン）がレコードされる
。一方、｛グループ番号＝０、インデックス＝１｝の連携制御グループの機器データ（吸
い込み温度）が３５度以下であれば、インデックス＝０の演算に関わらず、｛グループ番
号１、インデックス＝１｝の連携制御グループの機器データ（室内機の設定温度）及び｛
グループ番号２、インデックス＝１｝の連携制御グループの機器データ（リモコンのオン
オフ）への数値のレコードは、実行されない。
【００７９】
　最後に、制御実行部２５は、制御アルゴリズムの演算結果で機器データの設定が行われ
た連携制御グループの空気調和機に対し、制御命令を、空調通信ネットワーク２を介して
送信する（ステップＳ４０３）。この制御命令に従って、各空気調和機が連携制御される
。
【００８０】
　このように、グループ化情報記憶部２０には、連携制御グループの作成方法を示すグル
ープ化情報（連携制御グループ設定パラメータ群）が記憶されている。グループ化情報の
各レコードは、連携制御グループのグループ番号と、連携制御グループの親グループの識
別情報と、親グループとの関係と、連携制御グループの機器種別と、制御アルゴリズムで
用いられる機器データの種別とを含んでいる。また、物件情報記憶部２１には、複数の空
気調和機（１１、１２、１３）の機器間の関係を示す物件情報、すなわちレイアウト情報
が記憶されている。レイアウト情報は、各空気調和機の冷媒系統、位置関係、制御の連動
関係を含む情報である。連携制御グループ作成部２３は、連携制御グループ設定パラメー
タ群を、最上位の連携制御グループに対応するレコードから順番に１レコードずつ読み出
しながら、各空気調和機（１１、１２、１３）の冷媒系統、位置関係、制御の連動関係を
辿って連携制御グループに含まれる空気調和機を特定することにより、物件における連携
制御グループを作成する。
【００８１】
　また、連携制御グループ作成部２３は、最上位の連携制御グループに対応するレコード
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に複数の空気調和機が含まれている場合には、個々の空気調和機について、それぞれグル
ープ番号が同じでインデックスが異なる連携制御グループを作成する。そして、連携制御
グループ作成部２３は、グループ番号が同じでインデックスが異なる複数の連携制御グル
ープ各々について、下位の連携制御グループを作成する。制御実行部２５は、同じインデ
ックスの連携制御グループの機器データを用いて演算を行って、空気調和機の連携制御を
行う。
【００８２】
　以上詳細に説明したように、この実施の形態によれば、制御アルゴリズムでの処理の実
行単位に対応する複数の空気調和機（１１、１２、１３）の連携制御グループの作成方法
を示すグループ化情報（連携制御グループ設定パラメータ群）と、物件における複数の空
気調和機（１１、１２、１３）の物件情報（レイアウト情報）とに基づいて、連携制御グ
ループを自動的に作成する。この場合、制御アルゴリズム及び連携制御グループ設定パラ
メータ群については、物件に応じて変更する必要がなく、レイアウト情報を変更するだけ
でよい。このため、制御アルゴリズムの設定の作業量及び作業ミスを削減するとともに、
制御アルゴリズムをより容易に流用することができる。この結果、快適性及び省エネ性の
低下を防止することできる。
【００８３】
　また、この実施の形態によれば、空気調和機（１１、１２、１３）の機器間に構築され
ている関係を連鎖的に辿ることにより、機器の台数に関わらず、同じ作業量で空気調和機
（１１、１２、１３）の連携制御グループを作成することができる。また、機器アドレス
やレイアウトに関わらず同じ制御アルゴリズムを複数の異なる物件で流用することができ
る。
【００８４】
　また、全ての物件で同じ制御アルゴリズムを採用する場合は、空気調和機制御装置１の
製造時に、制御アルゴリズムを設定さえしておけばよい。この場合、物件における空気調
和機（１１、１２、１３）の施工時には、物件に応じたレイアウト情報を、物件情報記憶
部２１に記憶する作業のみ行えばよい。このため、空気調和機（１１、１２、１３）の設
置コストを削減することもできる。
【００８５】
　また、この実施の形態では、基準となる第１の機器グループ（グループ番号０）につい
ては、機器種別が合致する機器１台ずつについて、インデックス（通し番号）の異なる連
携制御グループを作成する。このように、第１の機器グループを、必ず単一の機器からな
るグループとすることで、同一のインデックスの機器グループには、空調の観点から関連
する機器だけを登録することができる。
【００８６】
　このように、第１の機器グループのみ、設定内容を満たす機器を１台ずつ異なるグルー
プとして扱うようにすれば、部屋、フロア、系統が異なりお互いの運転の相互効果が全く
みられない機器を連携制御させてしまい、意図した制御効果が出なくなるのを防ぐことが
できる。
【００８７】
　また、ある物件に適用された制御アルゴリズムを別の物件に流用する場合、レイアウト
情報を更新するだけで制御アルゴリズムを修正することなく再利用することができる。し
かしながら、制御アルゴリズムを部分的に再利用したい場合もある。例えば、室内機１２
の設定温度を自動設定する省エネ制御と、風向を自動設定する完全に独立して実行される
制御を同時に行っている物件があり、一方の制御アルゴリズムのみ別物件で再利用したい
場合等である。この実施の形態では、このような場合にも有効である。
【００８８】
　この実施の形態では、制御アルゴリズムを、一連の演算処理及び制御値の設定処理のレ
コードからなるものとした。しかしながら、制御アルゴリズムにおける一連の処理を、２
つ以上のブロックに分割し、ブロックごとに制御を実行するか否かを、施工時の作業者の
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操作により又は施工後のユーザ操作により、設定できるようにしてもよい。このようにす
れば、一部の制御アルゴリズムしか再利用できない場合であっても、制御アルゴリズムの
改修を行う必要が無くなるので、改修の際のミスや作業量を削減することができる。
【００８９】
　なお、この実施の形態では、グループ化情報記憶部２０に記憶されたグループ化情報と
して、図５に示す“空間”に関するものは規定されていないが、“最近傍”、“影響範囲
内”、“窓側”等の設定がなされた連携制御グループを、グループ化情報に設定すること
も可能である。この場合、連携制御グループ作成部２３によって最も近くにある機器、空
調の影響が届く範囲内にある機器、部屋の窓側にある機器等の機器の位置関係に応じた連
携制御グループを作成し、制御実行部２５が、これらの連携制御グループを用いて、機器
の位置関係に応じた連携制御を行うことが可能となる。
【００９０】
実施の形態２．
　次に、この発明の実施の形態２について説明する。
【００９１】
　図１５に示すように、この実施の形態に係る空気調和機制御装置１は、上記実施の形態
１と同様に、グループ化情報記憶部２０、物件情報記憶部２１、制御アルゴリズム記憶部
２２、連携制御グループ作成部２３、連携制御グループ記憶部２４、制御実行部２５を備
える。この実施の形態にかかる空気調和機制御装置１は、これらの構成要素に加え、連携
制御グループ変換部２６及び連携制御変換グループ記憶部２７をさらに備える。
【００９２】
　連携制御グループ変換部２６は、連携制御グループ記憶部２４に記憶されている連携制
御グループの中から２つのグループを選択する。連携制御グループ変換部２６は、選択し
た２つのグループのうちの一方の連携制御グループの他方の連携制御グループへの対応付
けを行う。
【００９３】
　連携制御グループの対応付け処理（変換方法）を示す変換情報のレコードは、制御アル
ゴリズムを設定する作業者によって、グループ化情報記憶部２０に設定される。この実施
の形態では、グループ化情報記憶部２０が、変換情報記憶部に対応する。グループ化情報
記憶部２０にグループ間の対応付け処理を示す変換情報を設定する場合には、図１６に示
すように、連携制御グループ設定パラメータ群において、変換元のグループ番号が、親グ
ループ番号に代わって設定され、変換先のグループ番号が、機器種別に代わって設定され
る。親グループとの関係には、“変換”が設定される。
【００９４】
　例えば、図１６に示すように、グループ番号“３”のレコードは、親グループ番号（変
換元のグループ番号）として“１”が設定され、親グループとの関係として“変換”が指
定され、機器種別（変換先のグループ番号）として、“２”が設定される。これは、グル
ープ番号が“１”の連携制御グループを、グループ番号“２”の連携制御グループに対応
付けすることを示している。
【００９５】
　連携制御変換グループ記憶部２７は、連携制御グループ変換部２６が２つの連携制御グ
ループのうちの一方の連携制御グループ（変換先グループ）の他方の連携制御グループ（
変換元グループ）への対応付けを示す情報、すなわち連携制御変換グループを記憶する。
図１７には、連携制御変換グループ記憶部２７に記憶される連携制御変換グループの一例
が示されている。
【００９６】
　図１７に示すように、連携制御変換グループには、グループ番号、インデックス、デー
タ取得機器アドレスリストが含まれている。グループ番号は、グループ化情報記憶部２４
に記憶されたグループ番号である。インデックスは、ベースとなった２つの連携制御グル
ープのインデックスである。データ取得機器アドレスリストは、機器データを取得する機
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器、すなわち変換元の連携制御グループの機器アドレスのリストである。
【００９７】
　図１８には、連携制御グループ記憶部２４に記憶された連携制御グループが示されてい
る。図１８に示すように、この実施の形態では、連携制御グループとして、グループ番号
“３”、インデックス番号“０”、機器アドレスリスト“１０１、１０２”のグループと
、グループ番号“３”、インデックス番号“１”、機器アドレスリスト“１０３”のグル
ープとが新たに登録されている。これが一方の連携制御グループ（変換先グループ）であ
る。
【００９８】
　図１７と図１８とを比較するとわかるように、連携制御変換グループのデータ取得機器
アドレスリスト（変換元の機器アドレス）は、連携制御グループにおける変換先の機器ア
ドレスリストの各要素に割り振られている。この場合、図１７に示すように、複数の機器
アドレスが同一の要素に対応付けられることもある。
【００９９】
　制御実行部２５は、一方の連携制御グループ（変換先グループ）の機器データが、制御
アルゴリズムの処理対象となったときに、連携制御変換グループ記憶部２７に記憶された
連携制御変換グループに基づいて、他方の連携制御グループ（変換元グループ）の機器デ
ータを取得し、取得した機器データを用いて制御アルゴリズムを実行する。
【０１００】
　図１９には、空気調和機制御装置１の動作のフローチャートが示されている。
【０１０１】
　図１９に示すように、まず、連携制御グループ作成部２３は、グループ化情報記憶部２
０に記憶された連携制御グループ設定パラメータ群から１レコード読み出す（ステップＳ
１００）。
【０１０２】
　続いて、連携制御グループ作成部２３は、読み出したレコードのグループ番号が０であ
るか否かを判定する（ステップＳ２００）。読み出したレコードのグループ番号が０であ
る場合（ステップＳ２００；Ｙｅｓ）、連携制御グループ作成部２３は、ステップＳ１（
ステップＳ２０１、Ｓ２０２）を実行する。
【０１０３】
　読み出したレコードのグループ番号が０でない場合（ステップＳ２００；Ｎｏ）、連携
制御グループ作成部２３は、親グループとの関係が“変換”であるか否かを判定する（ス
テップＳ６００）。親グループとの関係が“変換”でない場合（ステップＳ６００；Ｎｏ
）、連携制御グループ作成部２３は、ステップＳ２（ステップＳ３０１～Ｓ３０３）を実
行する。
【０１０４】
　親グループとの関係が“変換”である場合（ステップＳ６００；Ｙｅｓ）、連携制御グ
ループ変換部２６は、グループ対応付け処理（ステップＳ５０１～Ｓ５０５）を実行する
。図１６に示す例では、グループ番号＝３のレコードを読み込んだ場合に、ステップＳ５
０１～Ｓ５０５が実行される。
【０１０５】
　まず、連携制御グループ変換部２６は、連携制御グループから、変換元、変換先のグル
ープを検索する（ステップＳ５０１）。図１６に示す例では、変換元の連携制御グループ
のグループ番号が１となり、変換先の連携制御グループのグループ番号が２となる。連携
制御グループを検索すると、各グループ番号１、２について、インデックス＝０の変換元
、変換先の連携制御グループと、インデックス＝１の変換元、変換先の連携制御グループ
とが、抽出される。
【０１０６】
　次に、連携制御グループ変換部２６は、抽出された変換元、変換先の機器グループ間の
関係を抽出する（ステップＳ５０２）。同じインデックスのグループは、必ずグループ番
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号＝０の連携制御グループから機器間の関係を連鎖的に辿ることで作成されている。この
ため、同じインデックスの任意の２つの連携制御グループの関係も、同様に機器間の関係
の連鎖により検索可能となる。
【０１０７】
　図１６に示すように、グループ番号が２の連携制御グループは、グループ番号が１の連
携制御グループと“同一連動”の関係にある。ここで、“同一連動”とは、リモコン１３
と、リモコン１３からの制御設定に対して連動して動作する室内機１２との関係である。
ここで、変換元のグループ番号＝２、変換先のグループ番号＝１、というように連携制御
グループの定義を遡るような逆の設定を行うようにしてもよい。また、変換元のグループ
番号＝０、変換先のグループ番号＝２、というように、複数の関係を連鎖的に辿るような
設定を行ってもよい。
【０１０８】
　続いて、連携制御グループ変換部２６は、物件情報記憶部２１に記憶された情報に基づ
いて、変換元グループの機器アドレスリストを変換先グループの機器アドレスリストに対
応付ける（ステップＳ５０３）。すなわち、連携制御グループ変換部２６は、物件情報記
憶部２１に記憶されたレイアウト情報を参照して、変換元の機器アドレスに対応する各機
器について、取得したグループ間の関係を辿り、対応する変換先の機器アドレスを決定し
ていく。
【０１０９】
　例えば、図２に示すレイアウト情報を有する場合、変換先グループである｛グループ番
号＝２、インデックス＝０、機器アドレスリスト＝１０１，１０２｝に、変換元グループ
である｛グループ番号＝１、インデックス＝０、機器アドレスリスト＝１，２，３｝が、
対応付けられる。図２に示すように、機器アドレス１、２の室内機１２と同一連動の関係
にあるリモコンは、機器アドレス１０１のリモコン１３である。このことから、機器アド
レス１、２の室内機１２は、機器アドレス１０１のリモコン１３に対応付けられる。同様
に、機器アドレス３の室内機１２は、機器アドレス１０２のリモコン１３に対応付けられ
る。同様に、機器アドレス４、５の室内機１２は、機器アドレス１０３のリモコン１３に
対応付けられる。
【０１１０】
　続いて、連携制御グループ変換部２６は、対応付けの結果を、連携制御変換グループの
データ取得機器アドレスリストに格納する（ステップＳ５０４）。ここで、図１７に示す
データ取得機器アドレスリストが得られる。
【０１１１】
　続いて、連携制御グループ変換部２６は、連携制御グループの機器アドレスリストに、
変換先の機器アドレスリストを格納する（ステップＳ５０５）。図１６に示す例では、グ
ループ番号３の機器アドレスリストにグループ番号２の機器アドレスリストが格納される
。一連の処理実行後、図１８に示す連携制御グループが得られる。この連携制御グループ
が、連携制御グループ記憶部２４に記憶される。図１７及び図１８を比較するとわかるよ
うに、例えば、連携制御グループ（図１８参照）のグループ番号＝３、インデックス＝０
の機器アドレスリスト｛１０１｝に対応する連携制御変換グループ（図１７）には、デー
タ取得機器アドレスリストの欄には、｛１、２｝が格納される。
【０１１２】
　続いて、連携制御グループ作成部２３は、連携制御グループ設定パラメータ群のレコー
ドを全て読み出したか否かを判定する（ステップＳ４００）。
【０１１３】
　全て読み出した場合（ステップＳ４００；Ｙｅｓ）、制御実行部２５は、読み込んだ連
携制御グループが、上述のグループ変換動作により、変換された連携制御グループである
か否かを判定する（ステップＳ６０１）。
【０１１４】
　変換された連携制御グループでない場合（ステップＳ６０１；Ｎｏ）、制御実行部２５
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は、制御アルゴリズム記憶部２２に設定された機器制御を一定の周期で繰り返し実行する
。
【０１１５】
　まず、制御実行部２５は、全ての連携制御グループについて機器データを取得する（ス
テップＳ４０１）。
【０１１６】
　続いて、制御実行部２５は、取得した機器データに基づいて、制御アルゴリズムに設定
された演算を実行する（ステップＳ４０２）。
【０１１７】
　最後に、制御実行部２５は、制御アルゴリズムの演算結果でデータの設定が行われた連
携制御グループの機器に対して制御命令を、空調通信ネットワーク２を介して送信する（
ステップＳ４０３）。
【０１１８】
　一方、変換された連携制御グループである場合（ステップＳ６０１；Ｙｅｓ）、制御実
行部２５は、ステップＳ５０１～Ｓ５０５で作成された連携制御変換グループに基づいて
、制御アルゴリズムを実行するにあたり、ステップＳ６０２、Ｓ６０３を実行して、変換
された連携制御グループの機器データを取得する。以下、機器データの取得方法について
説明する。
【０１１９】
　制御実行部２５は、連携制御変換グループ記憶部２７に記憶された連携制御変換グルー
プに基づいて、他方の連携制御グループ（変換元のグループ）の機器データ、すなわちデ
ータ取得機器アドレスリストに含まれる機器データを取得する（ステップＳ６０２）。例
えば、グループ番号＝３、インデックス＝０の場合には、機器アドレス１、２、３の室内
機１２から機器データが取得され、インデックス＝１の場合には、機器アドレス４、５の
室内機１２から機器データが取得される（図１７参照）。
【０１２０】
　続いて、制御実行部２５は、データ取得機器アドレスリストで、１台の機器に対して複
数台の機器（要素）が対応付けられている場合、各要素の機器データの平均値を、機器デ
ータとして取得する（ステップＳ６０３）。例えば、グループ番号３、インデックス＝０
の連携制御変換グループでは、機器アドレス１、２の室内機１２が同じ機器に対応付けら
れているので、機器アドレス１、２の室内機１２のデータの平均値が、機器データとして
取得される。
【０１２１】
　なお、ここで、機器データの平均値でなく、それらの合計値や差分値を算出するように
してもよい。
【０１２２】
　機器データの取得後は、制御実行部２５は、取得した機器データに基づいて、制御アル
ゴリズムに設定された演算を実行する（ステップＳ４０２）。このような変換により、異
なる種類の機器データを代用した数値演算が可能となる。
【０１２３】
　最後に、制御実行部２５は、制御アルゴリズムの演算結果で機器データの設定が行われ
た連携制御グループの機器に対する制御命令を、空調通信ネットワーク２を介して空気調
和機（１１、１２、１３）に送信する（ステップＳ４０３）。この制御命令に従って、空
気調和機（１１、１２、１３）が動作する。ステップＳ４０３を終了すると、処理は、ス
テップＳ６０１に戻る。
【０１２４】
　以上詳細に説明したように、この実施の形態によれば、連携制御グループの変換方法に
基づいて、連携制御グループ同士の対応付けが自動的に決定される。これにより、ある連
携制御グループから取得した機器データを他の連携制御グループの機器データとして扱え
るようにすることができる。
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　この場合にも、制御アルゴリズムには、演算処理と制御値の設定処理のみを記述するだ
けで足りる。これにより、施工時に制御アルゴリズムを設定する際の設定ミスの発生率を
低減することができる。また、機器の台数等が異なる物件であっても、同じ制御アルゴリ
ズムと連携制御グループとを用いることができるので、それらの再利用性を向上すること
ができる。
【０１２６】
　また、連携制御グループを変換する機能を備えることで、制御アルゴリズムにおいて、
異なる種類の機器間での機器データの比較や数値演算を行うことも可能となる。このよう
にすれば、制御アルゴリズムで記述できる制御内容を大幅に拡張することができるので、
フレキシブルな連携制御が可能になる。
【０１２７】
　なお、上記実施の形態において、実行されるプログラムは、フレキシブルディスク、Ｃ
Ｄ－ＲＯＭ（Compact Disk Read-Only Memory）、ＤＶＤ（Digital Versatile Disk）、
ＭＯ（Magneto-Optical Disk）等のコンピュータ読み取り可能な記録媒体に格納して配布
し、そのプログラムをインストールすることにより、上述の処理を実行するシステムを構
成することとしてもよい。
【０１２８】
　また、プログラムをインターネット等の通信ネットワーク上の所定のサーバ装置が有す
るディスク装置等に格納しておき、例えば、搬送波に重畳させて、ダウンロード等するよ
うにしてもよい。
【０１２９】
　また、上述の機能を、ＯＳ（Operating System）が分担して実現する場合またはＯＳと
アプリケーションとの協働により実現する場合等には、ＯＳ以外の部分のみを媒体に格納
して配布してもよく、また、ダウンロード等してもよい。
【０１３０】
　この発明は、この発明の広義の精神と範囲を逸脱することなく、様々な実施の形態及び
変形が可能とされるものである。また、上述した実施の形態は、この発明を説明するため
のものであり、この発明の範囲を限定するものではない。すなわち、この発明の範囲は、
実施の形態ではなく、特許請求の範囲によって示される。そして、特許請求の範囲内及び
それと同等の発明の意義の範囲内で施される様々な変形が、この発明の範囲内とみなされ
る。
【産業上の利用可能性】
【０１３１】
　この発明は、複数の空気調和機を用いて空調を行うシステムに好適に採用され得る。
【符号の説明】
【０１３２】
　１　空気調和機制御装置、２　空調通信ネットワーク、１１　室外機、１２　室内機、
１３　リモートコントローラ（リモコン）、１５　居住空間、２０　グループ化情報記憶
部、２１　物件情報記憶部、２２　制御アルゴリズム記憶部、２３　連携制御グループ作
成部、２４　連携制御グループ記憶部、２５　制御実行部、２６　連動制御グループ変換
部、２７　連携制御変換グループ記憶部
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